
現在、当院では、小児の患者さんを対象とした、新しい

お薬を開発するための“治験（ちけん）”を行っています。

“治験（ちけん）”とは…

治療に役立つ新しい薬を生むための試験です。患者さんを対象に、薬の候補である

治験薬（ちけんやく）の有効性と安全性を確認するために行います。治験へ参加する

かどうかは、十分な説明を受けた上で、患者さんご本人と保護者の方の自由な意思で

決めることが出来ます。

今回の治験薬は、海外ではすでに肝中心静脈閉塞症（VOD）（※）の治療薬として

承認されているお薬です。

＜ご参加いただける方＞

● 進行神経芽腫、血球貧食性リンパ組織球症、大理石骨病、その他先天性の非腫瘍

性疾患を有する方

● 造血幹細胞移植を受ける予定のある、生後1ヶ月以上の方（男女問わず）

● 造血幹細胞移植後、肝中心静脈閉塞症（VOD）（※）の発症リスクが高い方

上記以外にも参加条件があり、ご参加いただけない場合があります。

＜お問い合わせ＞

この治験について、詳しく知りたい方は下記までご連絡下さい。

福島県立医科大学附属病院 小児腫瘍内科 治験スタッフ宛

TEL：024-547-1437（平日 9：00～17：00）

※ 患者さんのプライバシーは厳守いたします。
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（※）肝中心静脈閉塞症（VOD）とは…

骨髄移植や幹細胞移植に伴って起こる可能性のある合併症で、肝臓の血管および血管周囲の肝細胞に

おける障害が生じ、重症化すると生命を脅かす恐れがあります。


